
秋晴れの空の中、グンと背伸びをすると気分がすっと爽やかになりま
す。景⾊は少しずつ秋の⾊へと変わっていき、気温も落ち着き、肌寒
い⽇も増えてきました。⾐服の調整ができるように⽻織物などを選ん
で元気に秋を過ごせるようにしましょう。
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発熱の時の⾐服はどうしたらいいの？

・熱が出始めた時
⼿⾜が冷えていたり、悪寒で体が震えたりするのは熱が出始めて
いるサインです。
・熱が上がり切った時
熱が上がり切ると⼿⾜が熱く顔が⾚くなります。体が汗ばんで暑
がるようになるので、普段通りか１枚薄着にして熱を逃がしやす
くしましょう。
たくさん汗をかくので、こまめに着替えをしてくださいね。

⾵邪の時の部屋の温度・湿度は？

・温度は夏場25〜28度、冬場は23〜25度くらいが⽬安です。
・エアコンを使⽤すると空気が乾燥して喉の痛みや咳の症状が悪化す
ることがあるので、湿度を40〜60％くらいに保つようにしましょう。
加湿器をつける、洗濯物を室内に⼲すと湿度を⾼められます。

⼦どもの⽪膚はドライスキン

⼦どもの⽪膚は厚さが⼤⼈の半分しかなく、保湿成分である⽪脂が少ないため、
ドライスキンになりやすいです。ドライスキンになると、⽪膚のバリア機能が低
下し、病原菌やアレルゲンなどが侵⼊しやすくなります。⼦どもの⽪膚トラブル
を予防するために、スキンケアを⾏うことが⼤切です。
⽪膚を清潔に保つために、⽯鹸をよく泡⽴てて丁寧に洗い、⽪膚の汚れや汗、病
原菌、刺激物を落とします。⽪膚を乾燥から守るために保湿剤をたっぷり塗るこ
とをおすすめします。

顔・腕・脚

胸〜おなか
背中〜おしり

予約・お問い合わせ
☎  080-5853-8500

保育時間 保育料（税込） 昼食

１日 ８：３０～１７：００ 2 ,2 0 0

午前 ８：３０～１２：３０ 1,10 0

午後 １３:００～１７：００ 1,10 0 なし

　希望者は
別途3 0 0円

▪対象年齢：⽣後９週〜おおむね⼩学6年⽣まで。
▪対象住所：⾼岡市外にお住まいでも利⽤可能です。
▪⾼岡市の⽅は、利⽤料免税制度があります。
▪登録をご希望の⽅は、お電話でお知らせください。

・・・

アレルギー外来（完全予約制）
⽇時：毎⽉第1⾦曜⽇ 午後14:00-16:30
担当：富⼭⼤学 ⾜⽴陽⼦医師（アレルギー専⾨医）
予約：⼩児科外来44-1446（直通）までお電話ください。

⾜⽴医師からのメッセージ
⾚ちゃんにはスキンケアが⼤切です。
ケアの実際をYouTubeでご覧下さい！

せっかく保湿ケアをしていても、保湿剤を塗
る量が⾜りていないとその効果は半減してし
まいます。量の⽬安は⾚ちゃんの顔で５円⽟
⼤、腕や脚は１本に対し５円⽟⼤、胴体はお
なか側と背中側各５００円⽟⼤くらいが⽬安
です。塗った後、肌がツヤツヤ光るくらいが
適量といえます。


